令和4年度の事業計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　特定非営利活動法人そーる
１　事業実施の方針
訪問看護や、訪問介護事業を通じ地域で暮らすことを支えていく。令和4年度は、より良いサービス提供を継続するために、スタッフの教育や、育成、質の向上に繋がる研修へ力を入れていく。法人全体の業務改善を行い、働き方改革も取り入れていきたい。
また西日本豪雨災害から4年目を迎え、地域での防災活動や、地域密着型サロン活動も継続していく。コニュニティ再構築や、人々が真備町で安心して暮らし続けることができるまちづくりも地道に行っていく。
兼ねてからの目標である、拠点事業の計画にも着手し具体的な運営が行えるよう、チームスタッフや、地域住民と対話を重ね、一丸となり日々の事業を遂行していく。
２　事業の実施に関する事項
　（１）特定非営利活動に係る事業
	
	定款の事業名
	事 業 内 容
	実施予定
日　　時
	実施予定
場　　所
	従事者の
予定人数
	受益対象者
の範囲及び
予定人数
	支　　出
見 込 額
（千円）

	
	① 介護保険法に基づく訪問看護事業及び介護予防訪問看護事業
	1 そーる訪問看護ステーション
看護師、臨床心理士、言語聴覚士等で連携し、専門性を更に高め、質の向上を行う。訪問看護養成講習会や研修会、勉強会等へ参加し、新人教育と共に看護の学びを深める。高齢者や障がいのある方が対象で住み慣れた地域で最期まで過ごせるよう、切れ目のない在宅療養や日常生活の援助を継続していく。。
2 ぼちぼち会（遺族会）年に一度在宅看取りを行った家族との交流を行い振り返る。
3 
	随時
10月開催予定
	利用者自宅又は施設等へ訪問する。
そーる訪問看護ステーション等

	10～11名
	50名
	

	
	②介護保険法に基づく訪問介護事業及び第一号事業

	1 みそらけあ
住みなれた地域で、少しでも長く生活できるよう日常生活の援助を行う。看取り介護や困難事例へも積極的に介入をし、連携先との信頼を築いていけるよう努力する。
	随時
	利用者様自宅や施設等へ訪問
	6～7名
	30～40名
	

	
	③介護保険法に基づく居宅介護支援事業

	在宅でのケアプランの計画や作成。多職種との連携を図り、利用者様宅へ月に一度訪問を行う。


	未定
	利用者自宅又は施設等へ訪問
	1～2名
	若干名
	0



	
	④介護保険法に基づく地域密着型サービス事業

	要介護の認定をうけている高齢者を住み慣れた地域や在宅での生活を地域住民で支えるサービスを行う。
	
	倉敷市
真備町内
	若干名
	若干
	0

	
	⑤介護保険法に基づく地域密着型介護予防サービス事業
	要支援の認定をうけている高齢者を、住み慣れた地域や在宅での生活を地域や在宅で支えるサービスを行う。
	未定
	倉敷市
真備町
	若干名
	若干名
	0



	
	⑥患者等搬送等事業

	有償福祉タクシーと連携し、外出支援や、病院受診のサポートを行う。病院から自宅への搬送等。
	未定
	倉敷市
真備町
	1～2名
	若干名
	0

	
	⑦在宅ホスピス事業
	末期がんや難病等療養が必要な方が入居や通院が可能で、生活や看取りの行える場所を提供。自宅同様様々な介護サービスが利用できる。
	令和5年
	倉敷市または総社市
	1～2名
	若干名
	0

	⑧障害者総合支援法に基づく障がい福祉サービス事業
	障がいのある方に、生活支援や社会資源の活用を促し、在宅生活の総合的なサポートを行う。
	随時
	倉敷市又は総社市
	1～2名
	5～6名
	400


	⑨防災教育や地域との連携協働事業

	1 呉妹町作り推進
平時より真備町内で地域住民と共にコミュニティを通じ、防災研修や減災活動に取り組む。先災地との交流や講演会活動も行う。今後起こりうる災害に何が必要なのか地域住民と考えていく。
	2回/年





	倉敷市
真備町

	10～15名

	30名程度

	0








	⑩その他の法人の目的を達成するために必要な事業
	1 地域密着型サロン活動
エンリッチカフェ
健康相談、あそび場
集いの場
2 みんなでつくる財団おかやま
	毎月第二日曜日
	倉敷市真備町内
	10～20名程度
	40～50名
	97



（２）その他の事業

なし


